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あ　と　が　き
　本誌第53巻3号は原著論文15編と，多くの論文を収
載することができた．更に巻頭言には渋谷学長の旧制中
学の同級生でもある日本学術会議会員の金岡祐一先生に
「国益と科学技術政策」なる題でご執筆を頂いた．科学
技術の発展こそ全ての国家の，全ての領域の発展の基礎
であることは明白であり，かつ，これを実現するために
は我が国の従来の「タテ社会」ではロスが大きく，総合
的科学技術政策を実施できるような，統括機構の設置が
急がれるとの主張には真に説得力がある．
　しかし，国益が従来の様に，単に自国のみの国益に終
始する時，それは果たして真の国益となるのか？今，新
しい国益が問われている時，先生は国益とは「私達の後
の世代が地球家族の一員として，21世紀を力強く創造的
に生き抜くこと」とされている．今や一国の国益は世界
各国の益なくしては考えられぬ時代となった．それは自
らを利し，他をもまた利することである．大学において
も一教室の利益と発展は大学の利益と発展を無視して考
えられず，そして論文も「論文のための論文」は色あせ，
真実に迫り，かつ，真に人の幸せのためになる論文が発
表されるべきであろう．金岡先生も言及されているよう
にこれもまた決して言葉だけのキレイゴトに終わらせて
はいけないと思う．
　本誌にもこのような真に価値ある論文がますます多く
掲載されることを期待している．
　　　　　　　　　　　　　　　　　（岩根久夫　記）
幹事会（要旨）（平成7年3月）
1．135回医学会総会の件．
　本年度は「雑誌掲載用の抄録」のみで受付け，プロ
　グラム用の抄録は省略することとした．
2．臨床懇話会開催並びに予定の報告があった．
　　第248回　内科学（3）　7年2月28日
　　第249回　眼科学　　　7年3月23日
3．編集方法について種々討議した．
4．特別講演については，従来通り医学会が主催し，1総
　会2名までとし，主任教授を対象者とすることとし
　た．
5．5月24日（水）教授会終了後，評議員会を行うこと
　とした．
6．平成6年度決算（見込），平成7年度予算（案）につ
　いて説明があった．
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